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はじめに : Octahexylphthalocyanine (C6PcH2) は塗布型有機薄膜太陽電池のドナー材料として用い

られる[1]など薄膜電子デバイスへの応用が期待されているが、C6PcH2薄膜中のキャリア輸送につ

いては未解明である。デバイス動作時を想定した有機半導体薄膜のキャリア移動度の評価には

Photo-CELIV 法[2]が有効であるが、極性の判別が困難であることに加え、光誘起による効率的なキ

ャリア生成が不可欠である。そこで本研究では、光誘起によるキャリア生成を促進させるために

電荷分離層を導入した素子を作製し、C6PcH2薄膜の正孔、電子それぞれのキャリア移動度を評価

する手法について検討した。 

実験 : 図 1に示すように、C60、Pentacene薄膜をそれぞれ電

荷分離層とした素子 Aおよび素子 B を作製した。C6PcH2層

はスピンコート法により作製し、膜厚は 550 nmとした。

Photo-CELIV 法の測定では、励起光として Q-switch Nd:YAG

パルスレーザーの第三高調波(波長 355 nm)を用い、光照射下

と非照射下のそれぞれで三角波電圧印加時の過渡電流波形を

観測した。 

結果 : 図 2に示すように、光照射下で電荷取り出しに由来す

る電流ピークを持った過渡電流波形が得られた。電荷分離層

のない素子において測定を行ったところ電流ピークが現れな

かったことから、電荷分離層との積層界面で光誘起電荷移動

が起こり、キャリアが生成したと考えられる。各材料のエネ 

ルギー準位の関係から、素子 Aでは正孔が、素子 B では電子が生成したと考えられる。 

一般的に Photo-CELIV 法においては膜全体でキャリアが生成するのに対し[2]、本手法において

は電荷分離層界面でのみキャリアが生成する。電荷分離層界面でのキャリア生成およびキャリア

の拡散を考慮したモデルを提案し、キャリア移動度を見積もったところ、正孔移動度は 1.6×10
-3

 

cm
2
/Vs、電子移動度は 2.1×10

-3
 cm

2
/Vsとなった。計算の詳細は当日発表する。 
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Fig. 1 Device structures of (a) Sample A 

and (b) Sample B 

Fig. 2 Typical transient current wave- 

forms of (a) Sample A and (b) Sample B 

under the dark and irradiated conditions 
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